
認
知
症
短
期
集
中
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
が

介
護
保
険
で
認
定
さ
れ
る
ま
で
の
経
過

平
成
１７
年
ま
で
、
全
国
老
人
保
健
施
設
協
会
学
術
委

員
会
に
よ
っ
て
、
認
知
症
に
対
す
る
非
薬
物
療
法
の
効

果
の
報
告
書
が
厚
生
労
働
省
に
提
出
さ
れ
、
介
護
保
険

で
認
可
す
る
か
ど
う
か
の
議
論
が
行
わ
れ
た
。
当
時
は
、

認
知
症
の
専
門
家
の
中
で
、
非
薬
物
療
法
に
対
す
る
理

解
は
極
め
て
低
く
、
効
果
を
疑
問
視
す
る
声
も
多
か
っ

た
と
い
う
。
し
か
し
、
米
国
精
神
神
経
学
会
は
、
非
薬

物
療
法
の
レ
ビ
ュ
ー
を
掲
載
し
、
そ
の
中
で
、
エ
ビ
デ

ン
ス
レ
ベ
ル
も
検
討
さ
れ
て
き
て
お
り
、
有
効
性
の
高

い
と
さ
れ
た
項
目
は
複
数
に
上
る１）
（
表
�
）。

介
護
保
険
で
認
可
さ
れ
た
内
容
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
職
（
Ｐ
Ｔ
、
Ｏ
Ｔ
、
Ｓ
Ｔ
の
い
ず
れ
か
）
が
マ

ン
ツ
ー
マ
ン
で
、
２０
分
以
上
、
週
３
回
、
１
回
６
０
０

円
を
入
所
か
ら
３
カ
月
以
内
算
定
で
き
る
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。
人
件
費
に
比
べ
極
め
て
低
コ
ス
ト
し
か
認

め
ら
れ
な
か
っ
た
、
実
際
の
効
果
を
見
極
め
る
と
い
う

国
の
姿
勢
が
反
映
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
。

効
果
の
検
証

平
成
１８
年
度
か
ら
、
認
知
症
短
期
集
中
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
は
本
当
に
効
果
が
あ
る
か
と
い
う
調
査
（
厚

生
科
学
研
究
）
が
開
始
さ
れ
、
筆
者
が
研
究
班
の
責
任

認
知
症
を
取
り
巻
く
環
境
変
化

認
知
症
短
期
集
中

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
効
用

鳥

羽

研

二
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者
を
任
じ
ら
れ
た
。
平
成
１９
年
度
で
解
析
対
象
者
を
３５

施
設
２
７
１
人
（
対
象
２
０
６
名
、
８６
・
１
±
８
・
１

歳
、
Ｈ
Ｄ
Ｓ－

Ｒ：

１７
・
８
±
６
・
８
、
対
照
６５
名
、

８４
・
６
±
７
・
４
歳
、
Ｈ
Ｄ
Ｓ－

Ｒ：

１７
・
３
±
５
・

９
）
で
効
果
を
検
定
し
た
結
果
、「
意
欲
の
向
上
」「
活

動
」「
Ａ
Ｄ
Ｌ
」
に
つ
い
て
は
っ
き
り
効
果
が
出
た
ば

か
り
で
な
く
、
中
核
症
状
で
あ
る
認
知
機
能
に
対
し
て

も
有
意
な
改
善
が
認
め
ら
れ
た
（
図
�
）。

わ
ず
か
３
カ
月
の
リ
ハ
ビ
リ
と
は
い
え
、
薬
物
療
法

に
匹
敵
す
る
効
果
が
認
め
ら
れ
た
。
な
お
、
対
照
群
は

通
常
の
グ
ル
ー
プ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
継
続
し
た
群

で
あ
る
。

特
筆
す
べ
き
は
、
周
辺
症
状
に
対
し
て
は
、
非
定
形

精
神
病
薬
や
漢
方
薬
な
ど
に
匹
敵
す
る
非
常
に
強
い
改

善
効
果
が
認
め
ら
れ
た
。
し
か
も
頻
度
の
高
い
周
辺
症

状
の
８
割
く
ら
い
に
有
効
で
あ
る
と
い
う
イ
ン
パ
ク
ト

の
あ
る
成
績
が
得
ら
れ
た
（
表
�
）。

周
辺
症
状
の
内
容
を
検
討
す
る
と
、
何
度
も
同
じ
話

を
繰
り
返
す
、
物
を
な
く
す
と
い
っ
た
、
中
核
症
状
関

�認知機能訓練の EBM（A～Dはエビデンスレベル）

有効性が確立

介護者の教育：在宅復帰、入所減少 A

行動異常に対する介護者の対処訓練が有効（BPSD、うつ） A

運動療法は認知機能低下を抑制 A

記憶訓練は問題行動、うつに有効 B

有効な可能性

現実見当識訓練は記銘力、在宅復帰率向上 D

回想法は抑鬱に効果（ROTとの併用有効） D

無効な可能性大

Validation
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連
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
無
関
心
、
昼
間
寝
て
ば
か
り
い

る
と
い
っ
た
陰
性
症
状
に
効
果
が
あ
っ
た
ば
か
り
で
な

く
、
暴
言
と
い
う
陽
性
症
状
や
、
昼
夜
逆
転
と
い
っ
た

概
日
リ
ズ
ム
障
害
に
も
効
果
が
あ
っ
た
こ
と
は
予
想
外

の
驚
き
で
あ
っ
た
。
認
知
症
の
行
動
障
害
は
、
今
回
認

知
症
行
動
障
害
ス
ケ
ー
ル
（
Ｄ
Ｂ
Ｄ
ス
ケ
ー
ル
）
で
測

定
し
て
い
る
が
、
杏
林
大
学
も
の
忘
れ
セ
ン
タ
ー
に
お

け
る
４
５
０
人
以
上
の
デ
ー
タ
か
ら
、
こ
の
Ｄ
Ｂ
Ｄ
ス

認知リハ群

p＝０．００３

p＝０．００２３

p＝０．００７２

p＝０．０２２

p＝０．００９７

p＝０．０００６

p＝０．００２３

ns

p＝０．００７２

p＝０．０５９３

ns

ns

ns

NA = not available

対照群

ns

ns

NA

ns

NA

NA

NA

ns

ns

ns

p＝０．０８

ns

ns

物をなくす

昼間寝てばかり

介護拒否

何度も同じ話

暴言

言いがかり

場違いな服装

ため込み

無関心

昼夜逆転

常同行動

散らかし

徘徊

�認知リハビリテーション前後のHDS-R の変化

�周辺症状下位項目の前後の値の有意差
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ケ
ー
ル
と
介
護
負
担
は
非
常
に
強
い
正
の
相
関
が
得
ら

れ
て
い
る
（
図
�
）。

在
宅
復
帰
へ
の
大
き
な
手
が
か
り

周
辺
症
状
と
い
う
の
は
「
物
を
な
く
す
」、「
昼
間
寝

て
ば
か
り
い
る
」、「
介
護
拒
否
」、「
何
度
も
同
じ
話
」、

「
暴
言
」
な
ど
家
族
の
介
護
負
担
に
大
き
く
関
わ
る
症

状
で
、
こ
の
周
辺
症
状
が
３
カ
月
間
の
リ
ハ
ビ
リ
と
は

い
え
相
当
改
善
が
見
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
老
健
施

設
の
当
初
の
目
的
で
あ
っ
た
在
宅
復
帰
へ
の
大
き
な
手

が
か
り
に
な
る
。

中
等
症
以
上
の
認
知
症
に
関
す
る
サ
ブ
解
析
と

介
護
報
酬
の
改
定

今
回
の
症
例
で
Ｈ
Ｄ
Ｓ－

Ｒ
１５
点
未
満
で
再
解
析
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
も
予
想
外
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

Ｈ
Ｄ
Ｓ－
Ｒ
や
周
辺
症
状
は
よ
り
明
確
な
改
善
効
果
が

得
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
成
績
は
、
平
成
２１
年
４
月
か
ら

の
介
護
報
酬
改
定
に
反
映
さ
れ
、
１
回
２
、
４
０
０
円

�介護負担と周辺症状

（４７７）115 CLINICIAN ’10 NO. 588



に
大
幅
な
ア
ッ
プ
が
認
め
ら
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
中

等
度
以
上
の
認
知
症
に
も
適
用
拡
大
さ
れ
、
さ
ら
に
療

養
型
病
床
や
デ
イ
ケ
ア
で
も
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

現
在
利
用
可
能
施
設
は
、
老
人
保
健
施
設
で
は
１０
％
未

満
で
、
全
国
老
人
保
健
施
設
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
る
。
今
後
急
速
な
普
及
が
期
待
さ
れ
る
。

（
国
立
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー

病
院
長
）
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